
平成17年度テーマ展

四国遍路 歩いた・描いた・記録した
絵図や案内書、遍路の必需品である納経帳や納め札。お土産として持ち帰られた絵図や刷り物など

四国遍路の記録資料を取り上げ、長い道中でのお遍路さんの姿を紹介します。

学芸員調査ノート
宇都宮貞泰(蓮智)寄進状／四国寺社名勝八十八番／高床倉庫の扉板／伊藤博文ゆかりの袱紗

Topic 幻の「清良記」写本に出会う

四国遍路道中図／昭和11～13(1936～38)年頃／当館蔵



テーマ展情報

四
国
遍
路　

歩
い
た
・
描
い
た
・
記
録
し
た

　

当
館
で
は
、
四
国
遍
路
を
テ
ー
マ
と
し
た
常
設
展
示
室
を
設
け
、
平
成
六

年
の
開
館
以
来
四
国
遍
路
関
係
資
料
の
収
集
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
も
常
設
展
示
や
テ
ー
マ
展
で
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
四
国
遍
路
を
「
歩
い
た
」
「
描
い
た
」
「
記
録
し
た
」
と
い
う
視
点

か
ら
捉
え
た
展
示
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
遍
路
さ
ん
が
携
え
て
、
共
に
四
国
を
廻
っ
た
品
々
で
も
あ
る
絵
図
や
案

内
書
。
遍
路
の
必
需
品
、
納
経
帳
や
納
め
札
も
、
四
国
遍
路
の
記
録
資
料
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
お
土
産
と
し
て
持
ち
帰
ら
れ
た
絵
図
や
刷
り
物
も
あ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
は
、
現
在
で
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
道
を
通
っ
た
り
、
道
中
で
の
様
々
な
出
来
事
に
遭
遇
す
る

お
遍
路
さ
ん
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
四
国
遍
路
を
「
描
い
た
も
の
」
「
記
録
し
た
も
の
」
は
、

実
に
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
そ
の
多
く
が
、
長
い
道
の
り
を
歩
ん
だ
お
遍
路

さ
ん
に
と
て
も
身
近
な
存
在
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
展
示
を
ご
覧
い
た

だ
く
皆
様
に
も
、
そ
の
多
様
さ
や
存
在
感
を
よ
り
深
く
感
じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

テ
ー
マ
展

会
期:

平
成
17
年
４
月
23
日
［土］
〜
６
月
６
日
［月］

会
場:

企
画
展
示
室

観
覧
料:

常
設
展
示
観
覧
料
が
必
要
で
す

　
　
　
　

＊
65
歳
以
上
、
小
中
学
生
な
ど
は
無
料

象頭山参詣道紀州加田ヨリ讃岐廻并播磨名勝附／当館蔵
四国遍路の絵図の一つ、「四国寺社名勝八十八番」と背景の一部がよく似ています。

詳しくは、５ページの学芸員調査ノートをご覧下さい。
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テーマ展情報

明治末期～大正初期の遍路の所持品
当館蔵
納経帳や札挟みに混じって、絵図や霊験記など

も残されています。

四国西国順拝記／文化６(1809)年
当館蔵
宿の食事や風呂の感想なども記されています。

四国　礼絵図／宝暦13(1763)年
当館蔵
刊行年が記された最古の四国遍路の絵図。

象頭山参詣道四国寺社名勝八十八番／江戸時代後期
当館蔵
金毘羅の門前町で発行された美しい彩色の絵図。お土産用でしょうか？

関連講座のお知らせ

５月15日［日］13:30～15:30
四国遍路展のみどころ　講師：宮瀬温子（当館主任学芸員）
※お申し込み方法：当館総合案内にて直接お申し込みいただくか、葉書・
FAXにて受け付けます。「四国遍路展のみどころ」受講希望と明記し、住所
・氏名・年齢・電話番号をご記入の上、お申し込みください。

お問い合わせ：愛媛県歴史文化博物館 振興課　企画普及係
　　　　　　　TEL(0894)62-6222　FAX(0894)62-6161
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常設ロビー展

展示室から

季
節 　
　

図
鑑　

④

モ
ノ

幟
飾
り 

〜
百
三
十
六
年
前
の
五
月
飾
り
〜

ち
え
の
わ
教
室

ロ
ビ
ー
展

昭
和
の
松
山
を
歩
く

期
間　

４
月
16
日
﹇
土
﹈
↓
６
月
６
日
﹇
月
﹈

会
場　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

五
月
五
日
、
端
午
の
節
句
と
い
え
ば
大

空
に
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ

り
や
武
者
人
形
を
連
想
し
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
幟
飾
り
は
、
武
家
の
外
飾
り

を
ま
ね
て
、
江
戸
時
代
後
期
ご
ろ
か
ら

庶
民
の
室
内
飾
り
と
し
て
流
行
し
ま
し

た
。
こ
の
幟
飾
り
は
、
明
治
二
年
に
生

ま
れ
た
男
の
子
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も

の
で
、
木
枠
の
両
端
に
は
家
紋
を
押
し

た
幟
、
中
に
は
十
文
字
槍
・
馬
印
・
毛

槍
を
立
て
た
五
本
立
て
、
高
さ
は
二
一

四
㎝
も
あ
り
ま
す
。
幟
の
裾
の
端
に
付

け
ら
れ
る
風
押
さ
え
の
錘
は
、
一
般
的

に
括
り
猿
と
呼
ば
れ
る
紅
布
製
の
錘
を

つ
け
ま
す
が
、
こ
の
幟
の
錘
に
は
愛
ら

し
い
毛
植
え
の
猿
が
付
け
ら
れ
、
私
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

からくりおもちゃ

まんげきょう(万華鏡)を
つくろう！！
３月～６月のちえのわ教室では、紙筒と
ビーズやセロファンなどを使って作りま
す。小さくあけた穴からのぞくと、色と
りどりのきれいな模様が見えてきます。
どんな模様が見えるかな？

日時：毎週土・日曜日　13:00ー16:00
　　　（受付は15:00まで）
場所：体験学習室
参加費：150円（材料費）
お問い合わせ：振興課企画普及係
　　　　　　　　0894-62-6222

　

博
物
館
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
懐
か
し
い
愛
媛
の
風

景
や
町
並
み
が
写
っ
た
絵
葉
書
・
写
真
な
ど
を
収
集

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ロ
ビ
ー
展
で
は
そ
の
膨
大
な

画
像
資
料
の
中
か
ら
、
昭
和
初
期
か
ら
四
〇
年
代
に

か
け
て
の
松
山
の
移
り
変
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　

松
山
は
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
年
の
米
軍
の

空
襲
に
よ
り
中
心
街
を
焼
失
、
さ
ら
に
戦
後
復
興
・

高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
そ
の
姿
を
大
き
く
変
化
さ

せ
て
き
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
変
化
が
速
い
た
め
、
か

つ
て
の
風
景
や
町
並
み
の
姿
は
徐
々
に
忘
れ
ら
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

 
 

こ
こ
に
大
街
道
が
写
っ
た
二
枚
の
画
像
を
掲
げ
ま

し
た
。
昭
和
初
期
の
絵
葉
書
に
は
左
手
に
「
ラ
ヂ
ウ

ム
温
泉
」
の
看
板
が
見
え
ま
す
。
戦
前
の
大
街
道
二

丁
目
に
は
煙
突
が
付
い
た
三
階
建
て
の
ラ
ジ
ウ
ム
温

泉
が
あ
り
、
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
と
な
っ
て
は
そ
の
こ
と
を
知
る
人
も
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
も
う
一
枚
の
昭
和
二
八
年
（
一
九

五
三
）
の
写
真
で
は
、
大
街
道
を
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス

が
走
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
約
五
〇
年
前
の
画
像
で

も
、
現
在
の
歩
行
者
天
国
の
大
街
道
を
見
慣
れ
て
い

る
世
代
に
と
っ
て
は
新
鮮
に
見
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ロ
ビ
ー
展
で
は
、
松
山
の
お
な
じ
み
の
場
所
に
つ

い
て
、
で
き
る
だ
け
年
代
が
異
な
る
画
像
を
展
示
し

ま
す
。
見
慣
れ
た
場
所
で
も
、
時
間
を
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
で
思
わ
ぬ
発
見
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
昭

和
の
松
山
を
歩
く
時
間
の
旅
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

昭和初期の大街道（灘口コレクション）昭和28年の大街道（山内一郎氏撮影）

の
ぼ
り
か
ざ

＊この幟飾りは４月12日から民俗展示室２にて展示されます。

た
ん 

ご

お
も
り

く
く 　
　

ざ
る
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歴
史
・
文
書

民
俗

考
古

学芸員調査ノート

歴
史
・
文
書

民
俗

考
古

　

大
洲
市
手
成
の
古
刹
で
あ
る
西
禅

寺
に
は
、
南
北
朝
期
か
ら
戦
国
期
に

か
け
て
の
古
文
書
十
七
通
が
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
最
古
の
古

文
書
が
こ
の
寄
進
状
で
、
喜
多
郡
の

武
士
宇
都
宮
貞
泰
（
出
家
し
て
蓮
智

と
名
乗
る
）
が
、
西
禅
寺
に
対
し
、

重
臣
の
行
胤
の
忠
功
に
報
い
る
た
め
、

毎
年
三
十
三
貫
六
百
文
（
現
在
の
貨

幣
価
値
で
約
三
四
○
万
円
程
度
）
を

寄
付
す
る
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
氏
は
、
下
野
国
（
栃
木
県
）

を
本
貫
と
す
る
武
士
団
で
、
鎌
倉
時

代
後
期
に
伊
予
国
守
護
の
地
位
を
幕

府
か
ら
与
え
ら
れ
、
伊
予
国
に
勢
力

を
伸
ば
し
ま
し
た
。
こ
の
寄
進
状
を

記
し
た
宇
都
宮
貞
泰
は
、
鎌
倉
時
代

末
期
に
は
喜
多
郡
地
頭
職
を
得
て
お
り
、

幕
府
方
と
し
て
倒
幕
勢
力
と
戦
い
、

そ
の
後
は
足
利
尊
氏
に
従
っ
て
、
室

町
幕
府
成
立
後
は
引
付
衆
と
い
う
役

職
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
進
状
を
は
じ
め
と
す
る
西

禅
寺
文
書
は
、
西
禅
寺
の
消
長
は
も

と
よ
り
、
同
寺
の
活
動
を
支
え
た
宇

都
宮
氏
や
津
々
木
谷
氏
ら
の
活
動
を

も
と
と
す
る
中
世
伊
予
の
情
勢
が
う

か
が
え
る
史
料
と
し
て
大
変
貴
重
で
す
。

資
料
名

年
代

サ
イ
ズ

所
蔵

　

四
国
遍
路
の
絵
図
で
す
。
一
見
、

四
国
が
描
か
れ
て
い
る
と
は
思
え
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
は
本
州
の
中
国
地
方

か
ら
四
国
を
見
た
構
図
と
な
っ
て
い

る
た
め
で
す
。
中
央
部
に
は
金
毘
羅

権
現
が
大
き
く
描
か
れ
、
札
所
の
他
、

各
藩
や
港
の
名
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
州
部
分
で
は
、
宮
島
（
現
広
島
県
）

と
錦
帯
橋
（
現
山
口
県
）
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
実
際
の
地
形
と

は
大
き
く
異
な
り
、
宮
島
は
吉
田
や

八
幡
浜
と
、
錦
帯
橋
は
第
四
〇
番
札

所
の
観
自
在
寺
と
、
海
を
挟
ん
で
対

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
金
毘
羅
の
絵
図
の
一
つ
「
象

頭
山
参
詣
道
紀
州
加
田
ヨ
リ
讃
岐
廻

并
播
磨
名
勝
附
」
の
宮
島
や
錦
帯
橋

の
構
図
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
金
毘
羅
の
絵
図
の
構
図
は
、
実

際
の
地
形
と
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
る
た
め
、

「
四
国
寺
社
名
勝
八
十
八
番
」
は
、

こ
の
絵
図
か
ら
本
州
部
分
の
描
写
の

一
部
を
写
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
四
国
遍
路
の
絵

図
は
、
金
毘
羅
周
辺
で
作
成
・
販
売

さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

資
料
名

年
代

サ
イ
ズ

所
蔵

西
禅
寺
蔵
／
当
館
保
管

宇
都
宮
貞
泰(

蓮
智)

寄
進
状

（
愛
媛
県
指
定
文
化
財
）

　
　
　
　
　
　
　
　

観
応
三
（
一
三
五
二
）
年

縦
三
〇
、
七
㎝
／
横
四
七
、
二
㎝

当
館
蔵

四
国
寺
社
名
勝
八
十
八
番

江
戸
時
代
後
期

　
　
　
　
　
　
　
　

縦
三
六
、
○
㎝
／
横
六
七
、
五
㎝

＊宇都宮貞泰（蓮智）寄進状は３月中旬より歴史展示室２に展示します。
＊四国寺社名勝八十八番はテーマ展「四国遍路　歩いた・描いた・記録した」に展示します。

こ
ん　

ぴ　

ら

ご
ん 

げ
ん

き
ん
た
い
き
ょ
う

か
ん  

じ  

ざ
い　

じ

こ　

さ
つ

さ
い
ぜ
ん

じ

つ　

づ　

き　

や
ひ
き
つ
け
し
ゅ
う

う 

つ 

の 

み
や 

さ
だ 

や
す  

れ
ん  

ち     

き 

し
ん
じ
ょ
う

し 

こ
く  

じ  

し
ゃ
め
い
し
ょ
う
は
ち
じ
ゅ
う
は
ち
ば
ん

5



歴
史
・
文
書

民
俗

考
古

学芸員調査ノート

歴
史
・
文
書

民
俗

考
古

資
料
名

年
代

サ
イ
ズ

所
蔵

資
料
名

年
代

サ
イ
ズ

所
蔵

当
館
蔵

伊
藤
博
文
ゆ
か
り
の
袱
紗

明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年

　
　
　
　
　
　
　
　

縦
五
二
㎝
／
横
五
二
㎝

愛
媛
県
教
育
委
員
会
蔵

（
平
成
一
五
年
度
に
当
館
に
て
保
存
処
理

を
実
施
。
）

高
床
倉
庫
の
扉
板

（
今
治
市
中
寺
州
尾
遺
跡
出
土
）

古
墳
時
代
後
期
（
六
世
紀
）

長
さ
一
六
三
、
四
㎝

幅
五
一
、
二
㎝
／
厚
さ
六
、
二
㎝

　

今
治
市
中
寺
州
尾
遺
跡
は
、
国
道

一
九
六
号
線
の
バ
イ
パ
ス
工
事
に
伴

い
発
掘
が
行
わ
れ
、
弥
生
時
代
前
期

か
ら
古
墳
時
代
後
期
に
わ
た
る
溝
や

沼
の
跡
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

発
掘
の
時
に
も
近
く
の
川
か
ら
湧
き

水
が
流
れ
込
ん
で
お
り
、
約
一
五
〇

〇
年
前
の
溝
や
沼
の
跡
か
ら
は
、
近

く
か
ら
流
れ
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
木

製
の
道
具
が
多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
扉
板
も
そ
の
一
つ
で
、
二
枚

で
一
対
と
な
る
高
床
倉
庫
の
扉
板
の

右
側
で
す
。
マ
ツ
科
の
モ
ミ
と
い
う

木
材
を
加
工
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
央
の
取
っ
手
は
削
り
出
し
て
加
工

さ
れ
、
そ
の
真
中
に
は
四
角
い
形
の

穴
が
開
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
観
察
す

る
と
当
時
の
技
術
の
高
さ
に
感
心
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
遺
跡
で
は
倉
庫

の
跡
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
多
分
、

周
辺
に
あ
っ
た
高
床
倉
庫
が
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
後
に
沼
に
捨
て
ら
れ
、

流
れ
込
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
扉
板
は
全
国
で
約
十

例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
貴

重
な
資
料
の
一
つ
で
す
。
さ
て
、
こ

の
扉
板
の
奥
に
は
一
体
何
が
収
め
ら

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

＊高床倉庫の扉板は考古展示室に展示しています。
＊伊藤博文ゆかりの袱紗は歴史展示室４に展示しています。

　

こ
れ
は
、
明
治
四
二
年
に
伊
藤
博

文
が
松
山
を
訪
れ
た
際
、
礼
と
し
て

渡
し
た
袱
紗
で
す
。
箱
書
き
に
は
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
月
二
六
日
、
郡
中
町
（
現
伊
予
市
）

で
、
伊
藤
を
歓
迎
す
る
夜
宴
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
三
月
下
旬
の
こ
と
で
、

ま
だ
寒
さ
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
井
上
要
（
前
衆
議
院
議
員
）
は
、

娘
の
節
子
に
汽
車
の
中
で
暖
を
と
ら
せ
、

伊
藤
に
お
茶
を
進
め
ま
し
た
。
伊
藤

は
大
い
に
喜
び
、
松
山
に
戻
っ
て
か
ら
、

節
子
に
こ
の
袱
紗
を
与
え
た
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
袱
紗
は
、
伊
藤

が
韓
国
皇
太
后
か
ら
下
賜
さ
れ
た
も

の
で
し
た
。
袱
紗
の
表
裏
は
、
紫
と

赤
で
、
竹
や
梅
の
模
様
が
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
韓
国
皇
太
后
か
ら
の
賜
品

ら
し
く
、
気
品
と
高
貴
さ
を
漂
わ
せ

て
い
ま
す
。
当
時
、
伊
藤
は
、
初
代

韓
国
統
監
を
勤
め
て
い
ま
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
何
ら
か
の
経
緯
で
下
賜

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。　
　
　
　

　

伊
藤
は
、
こ
の
半
年
後
、
ハ
ル
ビ

ン
で
暗
殺
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
袱
紗
は
、

松
山
を
訪
れ
た
晩
年
の
伊
藤
を
物
語

る
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

▲取っ手部分拡大

い 

と
う 

ひ
ろ 

ぶ
み　
　
　
　
　
　

  　

 　

ふ
く 

さ

か
な
め

か　

し

ほ
ど
こ

こ
う 

た
い 

ご
う

し　

ひ
ん

た
だ
よ

と
う 

か
ん

た
か 

ゆ
か 

そ
う 

こ　
　

 

と
び
ら
い
た

な
か 

で
ら  

す   

お

わ

け
ず

お
さ
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Topic
友の会NEWS

幻の「清良記」写本に出会う

友 の 会

ＮＥＷＳ

新
年
度
会
員
の
募
集
と

更
新
手
続
き
に
つ
い
て

　

友
の
会
で
は
、
た
だ
い
ま
新
年
度
の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会
費
、
入

会
方
法
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
入
会
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
現
在
会
員
の
方
は
、
新
年
度

も
友
の
会
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
会
費

◇
入
会
方
法

①
会
費
を
ご
持
参
の
上
、
歴
史
文
化
博

　

物
館
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
郵
便
振
替
払
込
取
扱
票
に
、
名
前
・

　

住
所
・
郵
便
番
号
・
会
員
の
種
類
を

　

記
入
の
上
、
郵
便
局
で
会
費
を
お
振

　

り
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
口
座
番
号

　

０
１
６
１
０
‐
０
‐
４
５
８
７
３

　

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
友
の
会

　

（
ご
入
金
を
ご
確
認
後
、
会
員
証
を
お
送
り
し
ま
す
）

◇
友
の
会
特
典

　

①
常
設
展
示
の
無
料
観
覧

　

②
『
友
の
会
会
報
』
『
歴
博
だ
よ
り
』

　
　

等
刊
行
物
の
送
付

　

③
友
の
会
刊
行
物
の
割
引
販
売

　

④
現
地
学
習
会
な
ど
友
の
会
主
催
行

　
　

事
へ
の
参
加

　

⑤
博
物
館
行
事
の
お
知
ら
せ

高串本「清良記」／宇都宮由美子氏蔵・当館保管

学芸課長　石野　弥栄

Topic

　
　

区　
　
　

分　
　
　
　
　
　

会　
　

費

個
人
会
員
（
中
学
生
以
下
） 　

２
，
０
０
０
円

個
人
会
員
（
高
校
生
以
上
） 　

３
，
０
０
０
円

家　

族　

会　

員 　
　
　
　
　

４
，
０
０
０
円

賛　

助　

会　

員　
　
　

 　

１
０
，
０
０
０
円

　

「
清
良
記
」
と
い
う
戦
国
時
代
の
軍
記
物
語

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
三
間
郷
（
現
三
間
町
）

の
大
森
城
主
で
、
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
に

大
森
城
近
く
の
岡
本
城
を
め
ぐ
る
合
戦
で
土
佐

国
の
長
宗
我
部
氏
の
軍
勢
を
破
る
戦
功
を
た
て

た
土
居
清
良
と
い
う
武
将
の
一
代
の
事
績
を
記

し
た
も
の
で
す
。
「
清
良
記
」
が
全
国
的
に
名

を
知
ら
れ
た
の
は
、
巻
七
の
農
書
に
よ
っ
て
で

す
。
農
書
の
部
分
は
、
清
良
の
家
臣
松
浦
宗
案

が
、
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
に
農
事
に
関
す

る
意
見
を
清
良
に
上
申
し
た
も
の
で
す
が
、
現

在
で
は
、
日
本
最
古
の
農
書
で
は
な
く
、
後
世

の
仮
託
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
見
解
が
有
力
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

「
清
良
記
」
の
成
立
年
次
に
つ
い
て
は
、
い

ろ
い
ろ
な
説
が
あ
っ
て
長
い
間
定
説
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
最
近
、
宇
和
島
藩
の
記
録
の
中

か
ら
そ
の
成
立
年
次
を
明
記
し
た
史
料
を
見
つ

け
、
歴
史
講
座
で
発
表
し
ま
し
た
。
宮
ノ
下
村

（
現
三
間
町
）
の
土
居
水
也
（
三
島
神
社
の
神

主
。
土
居
氏
一
門
真
吉
氏
。
）
と
そ
の
弟
甚
右

衛
門
（
高
串
村
庄
屋
。
現
宇
和
島
市
。
）
ら
の

土
居
清
良
の
子
孫
が
寄
り
集
ま
っ
て
、
慶
安
三

年
（
一
六
五
〇
）
か
ら
作
り
始
め
て
四
年
目
の

承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

水
也
は
業
病
を
得
て
三
島
神
社
の
奥
の
谷
に
庵

を
結
ん
で
隠
棲
し
、
病
で
曲
が
ら
な
く
な
っ
た

指
に
筆
を
結
び
付
け
て
「
清
良
記
」
を
書
い
た

と
い
う
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
也
は
、

「
清
良
記
」
を
完
成
さ
せ
た
翌
年
、
燃
え
尽
き

る
よ
う
に
生
涯
を
終
え
て
い
ま
す
。

　

土
居
水
也
ら
が
作
っ
た
「
清
良
記
」
の
原
型

の
本
は
失
わ
れ
、
残
存
す
る
写
本
は
す
べ
て
流

布
本
で
数
も
少
な
い
の
で
す
。
そ
の
中
で
も
年

号
の
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
七
本
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
そ
の
最
古
の
も
の
が
、
高
串
村
庄
屋
を

代
々
務
め
た
土
居
家
に
伝
え
ら
れ
た
本
（
高
串

本
）
で
、
同
家
の
末
孫
菅
男
（
第
十
一
代
当
主
。

明
治
四
年
生
。
）
の
頃
に
公
開
さ
れ
て
以
降
半

世
紀
以
上
も
非
公
開
と
さ
れ
、
最
近
の
研
究
者

は
誰
も
実
物
を
見
て
い
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、

最
近
こ
の
幻
の
写
本
が
姿
を
現
し
た
の
で
す
。

　

宇
都
宮
由
美
子
氏
（
西
予
市
）
か
ら
寄
託
さ

れ
た
資
料
（
由
美
子
氏
の
父
覚
重
郎
氏
収
集
資

料
）
の
中
に
、
こ
の
高
串
本
「
清
良
記
」
を
見

つ
け
た
と
き
は
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
箱
に

収
納
さ
れ
て
い
て
、
蓋
裏
に
「
土
居
清
澄
」
と

墨
書
さ
れ
て
い
ま
す
。
『
高
串
土
居
家
譜
』
（
昭

和
十
五
年
編
）
を
編
纂
し
た
土
居
菅
男
は
、
清

純
と
も
名
乗
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
彼
が
「
清
澄
」

と
も
記
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
箱
の
表
に

「
清
良
記　

三
十
三
冊
」
と
記
さ
れ
た
貼
り
紙

が
あ
り
ま
す
が
、
中
味
は
総
目
録
を
含
め
て
三

十
一
冊
で
す
。
各
冊
に
所
蔵
者
と
み
ら
れ
る
人

物
の
木
型
の
花
押
（
花
押
印
）
が
据
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
同
本
の
一
般
公
開
に
よ
っ
て
、

「
清
良
記
」
の
研
究
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
に
な

れ
ば
、
幸
い
で
す
。　
　
　
　
　

せ
い
り
ょ
う
き

み　

ま

ま
つ 

ら 

そ
う
あ
ん

さ
ね
よ
し

す
い 

や

す
が 

お

か 

お
う
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おひなさま展

西条藩松平家の雛飾りをはじめ、江戸時代から昭和

にかけてのお雛さまを展示します。なかでも明治天

皇と昭憲皇后の変わり雛は珍しいお雛さまです。
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今季の表紙　
四国遍路道中図
昭和11～13(1936～38）年頃  　　当館蔵

徳島県撫養港の江口商店から刊行されています。

撫養は、本州からの遍路が四国に上陸する港の一

つです。これから遍路を始める人々に販売された

のでしょう。両面印刷で、裏面には、故郷との安

否確認や遍路費用の受取等のために郵便局の利用

が勧められています。

テーマ度

平成17年２月22日［火］→４月10日［日］

定期休館日が
変更になります。
　これまで、歴史文化博物館の定期休館日は月曜日（祝

日の場合はその翌日）となっておりましたが、平成17

年４月～９月までの半年間、毎月第１月曜日は開館し、

その翌日火曜日を休館日にいたします。

　これは、利用者からの月曜日開館の要望にお応えし

たものです。

　今後、期間中の皆様方のご意見や利用状況を踏まえ

て、平成17年10月以降も継続するかどうか検討したい

と考えております。

　月曜休館に馴染んだお客様には、ご迷惑をおかけし

ますが、ご理解いただきますようお願いいたします。

４

■４月～９月の定期休館日 

４月 ５日[火] 11日[月] 18日[月] 25日[月]  

５月 ６日[金] ９日[月] 16日[月] 23日[月] 30日[月] 

６月 ７日[火] 13日[月] 20日[月] 27日[月]

　　　※６月21［火］・22日［水］はくん蒸のため臨時休館。  

７月 ５日[火] 11日[月] 19日[火] 25日[月]  

８月 ２日[火] ８日[月] 22日[月] 29日[月]  

　　　※８月15日[月]は臨時開館予定。　   

９月 ６日[火] 12日[月] 20日[火] 26日[月]

５

６

７

８

９

10

11

12

テーマ展

四国遍路
歩いた・描いた・記録した

４月23日[土]～６月６日[月]
様々な四国遍路の姿を記録資料や

絵図などで紹介。

企画展

上黒岩岩陰遺跡と
その時代（仮）
７月16日[土]～９月５日[月]
上黒岩岩陰遺跡関連資料により縄文

時代黎明期の生活を紹介。

巡回展

いま・むかし・
おもちゃ大博覧会（仮）
10月４日[火]～11月27日[日]
入江コレクションにより日本の子ど

も文化を紹介。

歴　
　
　
　
　
　
　
　

史　
　
　
　
　
　
　
　

展　
　
　
　
　
　
　
　
　

示

民　
　
　
　
　
　
　
　

俗　
　
　
　
　
　
　
　

展　
　
　
　
　
　
　
　
　

示

常設展示 企  画  展  示

む　や
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